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うものなのか、そして何故両者を繋げようと思ったかを解説していく。   
第１章はミニマリズムに焦点をあてる。ミニマリズムという運動の歴史およびマニフェストをたどり
ながら、この思潮を創始した最も代表的な作家たちの姿勢を述べる。この思潮がアジア大陸まで影響を






の規則(reduce, recycle, reuse and refuse)、地産地消の傾向、又、より極端な「100品」と言う生活
スタイルの様な例を挙げられる。さらに、いつからこのような傾向が始まったか、そして、日本の禅を




さらに視聴覚汚染問題と、それに特別に悩まされている住民の心身への影響に焦点をあてる。   































































































    申請者は、この審査展の発表において一人の表現者として、主題と作品を統合しひとつの区切りを付
    
 
けたといえるが、作品に関して言えば、自身が見出した新しい試みと言える技法に対しては、未だに完
成に至っているとは言えず、更に完成度を上げて行くことを期待したい。 
 
